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Abstract
ネットワ一列青報学部創立10周年記念事業の一環として､各(旧) 3コースの軌跡を掲載することになりました｡
そのひとつとして､学部創立以来(旧) ｢コンテンツデザインコース｣の誕生から､プログラム制-の移行による発展
的解消まで､このコースを支えてこられた教員による座談会の記録をまとめたものです｡当日､都合により参加で
きなかった先生方もおられます｡
1.ネットワーク情報学部の誕生前
中村(以下中):お忙しい中､お集まりいただき､あり
がとうございます｡学部誕生前､創世期そしてコース制
からプログラム制に至るまでの､皆様のご苦労と､エピ
ソードをお話ください｡
話の糸口として､学部の前身である｢経営学部情報管
理学科｣について触れたいと思います｡僕が専修大学に
来たのは三十数年前です｡当時は商学部の教員でした｡
その頃の情報管理学科っていうのはまさに輝ける｢情報
管理学科｣でして､学内でも偏差値が一番高かったんで
すよね｡文学部心理学科と同じくらいだったと思います｡
非常に優秀な学生が大勢いて､後に教員になった学生で
言えば､経営学部の宇佐美先生､本学部の飯田先生など
がおりました｡他学部の教員から見るととてもうらやま
しく思った記憶があります｡だからそういう学生を育て
る｢学部｣があったら素晴らしいね､という話はしてい
ました｡
十数年前の21世紀構想会議で､新学部構想委員会が
情報系の学部を立ち上げようという話になったとき､私
の頭の中では､当時の情報管理学科のイメージしかなか
ったと思います｡委員会のメンバーもコンテンツという
言葉をどこまで知っていたでしょうか｡そのころは僕自
身があまり関心がなかったんですけどね｡コンピュータ
ープログラミングとネットワークシステムの教育が主だ
としか思ってなかったんで｡ここは松永先生から､詳し
くお話頂けると思います｡
松永(以下松) :僕は江原先生が今日いないことがとて
も残念なんだけど.僕がこの大学きて一番最初にコンテ
ンツって言葉を聞いたのは､江原先生からだったんです｡
97年と98年くらいかな､情報科学センターのある会議
で江原先生が｢これからはコンテンツだ｣って言って､
その言葉はなぜか僕の頭の中にかなりはっきりとこびり
ついていて-｡で､しばらく飛ぶんだけども､何か新し
い学部を作らなきやいけないねっていう､会議があった
んですね｡それがさっき中村先生がお話しされた､ 21世
紀構想会議です｡その会議に､石原先生と江原先生が出
ていたんですね｡で､このふたりが情報の学部を作った
方がいいって言って､会議で学長に提案したら､ ｢じゃ､
それがいいんじゃない｣って話になったんですよね(笑)
それが99年の7月だか6月だったかな｡
その情報系の新しい学部を作ろうという話が通ったの
で､もっと具体的なプランを真面目に考えろということ
で委員会ができて､夏休みに何べんも召集がかかったん
です｡その時に中村先生もいて､全体では7､ 8人くら
いの先生がいました｡今の学部にいる人だと､佐藤先生
もいたし斎藤先生､江原先生､石原先生もいたし､最初
の学部長の高津先生がその会議の委員長でした｡それで､
その委員会でかなり真面目にカリキュラムを考えて､ど
んなコースがいりますよとか､どんなカリキュラムでや
りますよとか､全部僕が書いたんですよ｡あ､全部って
いうのは嘘で､実はコンテンツデザインとネットワーク
システムのふたっだけ僕が書いたんです｡でもふたっだ
けじゃ足りないんじゃないのって僕が高津先生に言った
ら､情報ストラテジーのコースを作るかってことになっ
て3つになったんです｡
なので､中村先生は先はどコンテンツデザインは後か
ら出てきたみたいなことをおっしゃってたんですけど､
実は1番最初に名前が決まったのはコンテンツデザイン
なんです｡その3つの中で､中身はよく分かんないけど､
名前だけはコンテンツデザインっていうのを作んなきや
いけないっていう風に､もうそれは最初の方で決まって
いたんです｡とにかく､何か新しい学部をやる時には､
目玉商品っていうか何か新しいものをやんなきやいけな
いというので､それがコンテンツデザインだったんです
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ね｡ネットワークシステムコースにつける名前は､これ
がさんざん困って全然決まらなくて､確か江原先生が｢ネ
ットワークってつけなきやダメだ｣って言いだして(笑)
でもネットワークってつけてもネットワークを教える人
はあまりいないしな-つて､実体とあっていないんじゃ
ないのっていう話になったのだけど､ネットワークプロ
グラミングもやるだろうからネットワークシステムにな
った｡ 3つのコースを作るって言うのが99年の夏休み
でのひとつの合意点だったんです｡
で､それぞれのコースに､どんな科目がいるのかとか
っていうことを考えていくんですけど､情報ストラテジ
ーとネットワークシステムに関しては､前の情報管理学
科に科目がいっぱいあるので､僕らも具体的にどんどん
考えられるんですね｡科目リストを作ったのは良いけれ
ども､文部省に学部申請する書類を作るときに､やっぱ
りそれほど多くの科目は開講できないというので､石原
先生にある日｢科目を半分に減らせ｣って言われて､こ
れは削除､これは合併ってやるくらいでした｡まあその
くらい､ネットワークシステムと情報ストラテジー､
2005年に情報戦略って名前に変えましたけど､そちらは
科目を簡単に決めることができたんですが､コンテンツ
デザインはコースの名前だけ決まって科目の中身が具体
的にはちょっと委員会では決まらなかった｡でも｢これ
からはコンテンツの時代だよね｣ってことは､多分最初
に言い出したのは江原先生で､で僕がそれにちゃっかり
乗っかったと(笑)
中:当時の僕のイメージだと､コンテンツっていう用語
を聞いたかどうかは覚えていないのですが､いわゆるウ
ェブサイトのようなものを作ることを､ひとつの教育目
標にするのは必要だねという話はどっかでしたような気
はあります｡だけど､それがコンテンツなんたらという
話と関係があったかどうか僕には全然記憶になくて(笑)
更に言えば､僕自身がこの学部に来るなんて思ってなか
ったから､あんまり関心がなかったのかも(笑)
松:その委員会は､別にこの学部に入る先生だけが集ま
った訳じゃないんですよね｡要するに情報系のことに詳
しい専修大学の人たちが集まって､みんなで議論しまし
ょうということになったと｡そのときには､コンテンツ
が10年後にはこの学部の中核になるような内容になる
んじゃないかと､根拠はないけど僕は信じていました｡
余談っていうか面白い話をすると､新しいコースを3
つ作りますってことで色々文書作って学長とかに持って
くわけですけど､その時にあるベテランの職員の人が｢コ
ンテンツって言葉は､高校生誰も分からないと思うよ｡
こんな名前のコース作っていいの｣って言われて暗に反
対されたんですね｡で､それで石原先生と僕が抵抗して､
｢いやいや､高校生はよく分かるんです｡逆に大人こそ
が分からない｣と｡
まあでもちょっと単語が先走ってたことは事実だと思
います｡ですから､後から来て色々関わってくれた先生
方は､その中身を作るということに関して異常に御苦労
されてしまったなあと思うんですけれども｡
発端はそれで､それから経営学部から情報管理学科を
出して新学部にするときに色んな要件があるんだけども､
情報管理学科の卒業研究を担当していた25人分の先生
を全員経営学部から新学部に移してしまうと経営学部の
先生が少なくなってしまうので､経営学部に残る人と経
営学部から出て行く人と別れなければいけないんですね｡
そうすると情報管理学科の中で教えている経営情報的な
人は､どうしたって経営学部に残らなければいけない｡
となってくると､どちらかって言うと情報管理学科の理
系的な人たちだけが新学部に移籍していくってことにな
っちゃうんだよね｡でも新しい学部を作るときに､理系
的な内容に偏った学部だと､専修大学のブランドからす
れば難しいだろうと｡経営情報じやない文系的な要素を
含まなければ､新しい学部としては上手くいかないでし
ょう｡そんなことを考えていたんだよね｡
中:あともうひとつはね､実は入学定員の問題なんです｡
当時の情管管理学科だけの定員(120人)だけでそのまま
新学部を作れるかと言うことです｡それを200人以上の
定員の学部を作るというので､そうなると他の学部から
定員を取らなきやいけないんですよ｡そうすると､ひと
つの方法は要するに大学は教員の数あまり増やしたくな
いから､それで学生定員と教員をペアで持ってくる｡も
っとも､教員を動かさない学部もあるんだけど｡商学部
では私と江原さんが､多分それが相応しいということだ
ったと思います｡ここじや言えないようなさまざまな事
があったんですが､それは内緒です(笑)
そういうこともあって松永先生がおっしゃるようにな
ったんですが｡できた時のことを思い返すと､かなり無
理していたと思いますね､設備的にもソフト的にも｡今
でこそ1号館各端末室には十分なソフトウェアが揃って
いるけれど､あのころはかなり苦しかった｡ (第1-第6
端末室以外)端末室はどこまでありましたっけ?
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松:えっと､新しい学部を作る時に､設備で言えばマル
チメディア実習室だけは作ってくれた｡それから､これ
は石原先生が大変頑張ったと今でも思うんだけど､お金
を自由に使う-まあ自由じゃないけども､教育充実費
というもので､この範囲だったら学部が自由に使えます
よっていうのを､財務担当理事に掛け合ってそれをOK
させた｡
中:これは専修大学では大変なことです｡
松:うん､この学校の中じゃ革命的な出来事だった｡情
報管理学科の時には学科が自由に使えるお金がなかった｡
中:解説すると､あのころ情報管理学科の学生は他より
6万円余分に払っていた｡心理の学生も2万円だったか
な｡でも､心理は独自のなんか高級な機器システムを入
れていて､理系の設備が沢山揃っていたから､ある意味
情報管理学科よりも理系的なのが心理学科だったんです
よ｡で､維持運営のために独自の研究･教育予算があっ
たはずです(文科省科学研究費などの補助も)｡それもあ
ってですね､ある程度は自由に使える予算がないとダメ
だというのが今の話です｡以前はそれがなかったからね｡
松:学部で独自のTAを雇えるようになっているとかは､
やっぱ最初に頑張って認めてもらっていたから｡当初は
授業の具体的な中身にはいろいろ問題はあったかもしれ
ないけど､授業をサポートする仕掛けに関しては､最初
に頑張るところは頑張っていて､それでCDの演習も外
部からアシスタントとして来ていただいたりとかできた｡
まあ設備としてはいろいろ物足りないところはあったか
もしれないけど､教育充実費があったので､自分たちで
少しずつ変えていった｡
中:例えば授業に外部の人を呼んで講演をしてもらうと
いうことも出来るようになった｡今では当たり前になっ
て､他の学部もやっているんだけど｡
松: ｢情報と社会｣ (以前は｢ネットワーク情報概論｣)の
授業のですね｡外部講師の方に順番に講師をやってもら
う講義です､と設置申請の書類書いてしまっていて､い
ざ学部がスタートすると､そんなに講演料払えないって
言われたのですが､もう文部科学省に認められているの
でこの通りやらないとダメなんですと言い張って｡学部
を創設する時に分かってたものに関しては､まあ頑張っ
てやれてたんですけども｡コンテンツで教育って何をす
ればいいのか､皆目見当がついてなかったし(笑)
中:この件については､大学はすごく協力してくれたよ｡
松:まあNSコースなんかはね､色々計画を立てた通り
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にやって計画通りに進んでるっていうだけですから｡そ
れに比べてCDは計画がなかったから大変でしたね(笑)
中:どういう科目作っていいか･ ･というか､あまり先
例もなかったんですよね｡コンテンツをするという学部
の構想は､他と比べてもかなり早かったでしょ｡
松:今だったらうちの学部でコンテンツ系の先生を募集
しても､沢山色んな人がいっぱい応募してくるじゃない
ですか｡上平先生(2004年)とか栗芝先生(2005年)
みたいに､ ｢こういうことをやったらどうか｣っていうア
イディアを出せるような人がいっぱい応募してくださる｡
学部の新設当初は､公募をかけてもフィットする人がな
かなかいない時代でしたからね｡我々は早かったんです
よね｡しばらくするとそういう領域の研究者の人たちが
増えてきた｡早かったのは､苦しかったけどよかったと
思います｡最初に看板上げたのでそれに注目してくれた
やる気のある皆さんにどんどん集まってきて頂けたから｡
中:我々が大変だったのは､まわりの人たちが何のこと
だか理解できなかったことかな｡
松:人事について､覚えていることがもうひとつありま
す｡学部を作る時､学内から先生方が移動してきて教授
陣が揃えられました｡僕はそれに対して､ ｢なんで新しい
人を雇わないんだ｣と随分と文句を言ったんですね｡そ
したら､石原先生が｢大学は急には変えらないから｣っ
て僕をなだめました｡それは最初にいっぺんに入れ替え
ても長い目で見たら良いことはない､徐々にスタッフを
入れ替えたほうが良いんだって意味だったんです｡
今となって考えれば､それは大正解だった｡ 10年前に
今のことを正確に予測することなんかできっこないわけ
です｡ベテランの先生たちがディスカッションをして､
こういうことが私たちの学部には足りない､つて自分た
ちで発見してその領域の人たちが必要だって後任教員の
採用計画を立ててきた｡自分はもう変われないけれども､
それを補う人を先生として採って来ましょうって自己認
識して､そういう人と自分を入れかえてきたということ
です｡それが時代と一緒に走りながら､学部がどうある
べきなのかっていう事を問い続けることにつながった｡
僕はそれこそがすごく大事なことだと思っていて､その
思いが結果的にはいい組織になっていったってことなん
ですよね｡やっぱ石原先生も江原先生と同じくらい将来
を見通す能力があったと､僕は思うんですよね｡
山下(以下山) :私は学部ができる前は何にもタッチして
なく､ ｢来いよ｣って言われて入ったのでその辺の事情は
あまり知らないです｡別の学部の専門科目もお手伝いし
てましたし､大学内での自分のポジションが微妙だった
ため､ネットの方も､最初のうちは様子を見させていた
20 専修ネットワーク&インフォメーションNo.19.2011
だいていた感じでした(笑)
松: 1年目は､ちょうど国内研究員だったのですよね｡
山:そうそう､江原先生もそうだったんですよ｡砂原先
生も｡あと伊東先生も｡
中:学生も2年生以上はいなかったんだよね｡ただ先生
方がそれだけ抜けていたので､いろんなことをやるのが
大変だった｡まあ色々やったよね｡それで基礎教育の情
報リテラシー演習?あの当時のリテラシー演習は､今で
言うと情報表現演習｡あれも実はですね､演習でなにや
るかは松永先生がカリキュラム作ってくれたんですよ｡
松:私がなんでもやりました(笑) 2年目からはプログラ
ミング演習の方をやれって言われて｡
中:まあ今じゃできないと思うけど､あの時は何でもこ
いだった(笑)では､そろそろふたっ目の創成時の話に
入りますが､あと何か学部ができる前の詰ってあります
か?
松:えっとね､コンテンツでね､ 1期生が入学してすぐ
のときに､どのコースに一番行きたいかアンケートを取
ったんですけども｡やっぱりコンテンツデザインが1番
多かったのが､嬉しいやら困ったやらで｡だからコンテ
ンツデザインコースを作るということに関しては､みん
な注目はしてくれたんだろうなと｡
中:さっき先生がいったようにね､高校生たちの方がよ
く分かってたんだよ｡
松:そうそう｡おっさんたちは全然分かってなかったけ
ど(笑)､高校生には大当たりだったと｡我々の準備がそ
こまでされていなかったから､さあどうしようっていう｡
上平(以下上) :時代的に言うと､ 1999年から2000年の
間の1年ぐらいですね｡
松:2001年に4月に1期生が入学した･ ･ ･あ､当時
は新しい学部が文部省に認められるのが前の年の12月
なんですよね｡で､それまで宣伝もしちやいけない｡そ
れで僕らはどうしてるかっていうと､しょうがないから
印刷物だけ持ってて､オープンキャンパスの面談コーナ
ーで｢こういうものを作ろうと思っている｣ってこっそ
り見せるんだよね(笑)今だったら1年前から学部設置
が認められて､どんどん宣伝できるんですけども､あの
頃は全く宣伝しちゃいけなかったんだよね｡
上:インターネットの変遷とあわせて考えると興味深い
ですね｡インターネットが普及しはじめたのが95年く
らいです｡で､ 95年から97年くらいの間に､個人で作
れるホームページがだんだん増えてきて､多分その辺の
変化にいち早く気がついて飛び付いた高校生がいたわけ
ですよね｡そういう彼らだったから魅力的だったんでし
ょうね｡ちょうど21世紀に変わるころに､だんだんイ
ンターネットによる情報の世界が､誰でも表現できる場
に変わり始めたんですよね｡もうちょっと早かったか
な?
福富(以下福) :そんなもんです｡私が編集委員長をやっ
てるデジタルコンテンツ白書っていうのが､学部と同じ
ちょうど10周年です｡その前はマルチメディア白書っ
ていうものでした｡
中:学部ができた時には､まだITバブルで､学生たち
の就職は｢ばっちりだよ｣って言ってたのに､バブルは
ほじけちゃったんですよ(笑)あれは､ 2年目?1年
冒?
松: 2年目にはじけましたね一｡
中:正直言って真っ青だったんだけど､幸いに回復した
からね｡ 2年か3年で｡彼らが就職活動を始めた頃には
景気もかなり戻ってきて｡あの頃の業界の記事探せば｢え
ー｣っていうのがいっぱいあるよね｡でも堅実にやって
いた学生たちはいいところに行けたと思ってますよ｡
2.学部創成期
中:さて､創成期です｡ここで話を聞きたいのは最初の
1､ 2年目のこと｡それから先ほどの､初めてのコース
選択です｡
松:いやそれがね､コース選択でどうやってCDコース
に行かせないようにするかっていうね(笑)
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上:初期のころは､来るな来るなって､しきりに言って
ましたね(笑)ほっとくと､簡単だ､楽しそうだって素
朴な先入観だけで来ちゃうんで｡
中:本当は決して楽なコースじゃなかったんだよ｡だっ
て課題はやたら多いし､まあそういう噂も立てたけどね
(笑)
上:でも初期のころは本当に中村先生が必死で､ガイダ
ンスでもしきりに言ってましたよね｡
松:妨害工作で(笑)就職が悪いとか､ネガティブイメー
ジを吹き込んで- ･｡どう行かさないようにするかっ
ていうのがな一｡
上:それでやっと3分の1くらいだったんですよ｡
中:あのままだったら8割は来ちやってたな｡
松:いや8割はちょっと言いすぎですけど､半分は行っ
ちやったかもしれない｡やっぱ落ち着いてスタートアッ
プするためには､4分の1か3分の1が良いって言って｡
ちょっとね､ネガティブな作戦で､広めました(笑)
中:逆にね､それにもほら創成期の頃で言うと一番ショ
ックだったのは､純粋にコンテンツの先生はひとりしか
いなかったんですよね｡名前はW先生にしときましょう
か｡その先生がね1年目にすでに体調を崩してたんだけ
ど､ 2年目に急にやめちやったんですよね｡
松:とりあえず年度末まではいましたよね｡
中:ほとんど授業もうまくいかなくなってて､で､どう
しようかと｡あのときはCD総合演習だったと思うけれ
ど､私ら素人がやらなきやいけないし､でもそれだけじ
ゃ間に合わないんで､いろんな先生の伝手で､例えば飯
田先生にお願いして､ある映画学校の知人で映画助監督
の方に2回くらい来てもらって｡それから､ webページ
作りについてはFLASHの本を何冊か書いていた伊佐先
生､今はそういうことしてないんですけど当時はいろん
な本書いてて､その方にもずいぶんと演習授業をやって
もらったり｡それからあとはさっき出たW先生と同じ姓
の方で､今は名古屋の某大学の教授になってるんですけ
ど､当時デザイン会社の社長だった人とか｡で､同じこ
ろに栗芝先生にお願いして｡
山:前のW先生が辞めるっていうので大騒ぎになったと
き､そのことを最初鈴木課長からお聞きしました｡私が
前年にNTTの研究所に行かせていただいていて､そこ
を通じて情報デザイン系の方と交流があったので､その
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ってで野島先生から栗芝先生と大和田先生を紹介してい
ただきました｡もうぎりぎりの時期だったのですが､ ｢す
みません､お願いします｣ってお願いしました(笑)
栗芝(以下栗) :ちょうどその時､青山学院大学の大学院
にいて､しかも､たまたまそこに野島先生が非常勤とし
ていらしてたんです｡偶然の巡り合わせですね｡
山:とにかくその空いちやう穴を､超特急でお願いし
て･ ･ ･
上:後になって当時の1年生だった学生達から､その頃
の思い出話を聞いたことがあります｡ W先生が来られな
くなって､中村先生がバタバタと2クラス同時に走りま
わりながら教えてらっしやった､と｡それを見て､学生
達も不安で｢どうしたんだろうね｣言っていたみたいで
す｡
山:わたしは面識もなかったし､どういう事情だったか
正確にはわからないんですけど､私が解釈したのは､い
わゆる普通の文系大学の､いわゆる普通の4年制大学の
文化しか持ってないってところに､いきなり美大の全然
違う文化の人が来たことが原因かな､と｡で､こちら側
も全然違う文化を持った人が来る心構え･申し合わせと
か何もなかったんだと思うんですね｡
中:ひとりですからね｡
山:もう完壁なカルチャーショックを起こされて｡だか
らその時には一気にたまって出ちやった｡だからその時
の反省を活かして､次に栗芝先生や上平先生にいらして
いただく時には､いろんな先生に申し上げました｡ ｢美大
は全然文化が違いますから｡今度来る方も違う文化から
来ますから｣って､個人的に根回しというか､お願いし
て回った記憶がありますね(笑)考え方も違いますし､
技術的な人と芸術的な人では合わないところがたくさん
ありますから｡
上:その辺を非常に心配されたのをよく覚えています｡
で､その辺で一番苦しまれたと思うのが中村先生だと思
うんですけども｡最近はあまりそういう学生はいないで
すけど､当時は先生に反抗する学生がいっぱいいて(笑)
中:色々あったな(笑)
上:そのW先生が､なんというか､作品を鮭すような講
評をする人だったらしいんですね｡それを後になってい
ろんな学生から聞いたんですが､それは｢美大では｣と
かそういう問題ではなくて､単純に視野が狭かったんだ
と思いますよ｡指導もしないで賠すだけじゃ､学生が反
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発するのも当たり前です｡その頃の話で笑えたのが､あ
る学生が講評の場でプチ切れて｢じゃあそこまで言うん
なら､先生がやって見せてくださいよ｣って言ったらし
いんですよね､そしたら何故か中村先生がそこで頑張っ
て作り始めたという- ･｡
中:しょうがなくて-｡たしかポスター制作の課題だっ
たんですよ｡作り方もなにも教えられたことないまま作
らされているのに､さんざん文句言われた学生が頭きて
怒っているのに､ご当人はある日いなくなっちやったん
ですよ｡しょうがないから､私が､どうにかこうにか､
下手糞だけど作って見せて｡きっとみんな笑ってたと思
うけどね｡でも授業やらなきやいけないから･ ･ ･｡で
もね､今だから言えることだけど｡あいつらの活気､意
気込み､ああいうのはいいと思う｡今はそういうのが全
然見えない｡意気込みが欲しいんだよね｡あの頃は私ら
も､頭に来たこととかあったけれども｡
上:あの頃は情報学部に来た学生が､そもそもフロンテ
ィア精神を持っていたところがあると思うんですよ｡今
とは状況が違いますよね｡
松:やっぱ懐かしい､あの小生意気な感じが(笑)
山:だから彼らも彼らでかわいそうでしたよね｡入って
きたは入ってきたけど､まだカリキュラムが十分に整っ
てなくて｡
松:あの頃は､荒れ地を切り開いて開墾するようなもの
だから､それが楽しい場合もあると思うんですよね｡明
治時代の人がいきなり北海道に開拓に行くようなものじ
ゃないですか｡開墾しに行っても､作物は出来ないかも
しれない｡でも苦労や工夫をするので能力はあがります
よね｡すでに開墾された所に行くといい作物が作れるか
もしれないけど､じゃあどちらが人間として力があるの
かって言うと､前者ですよね｡
上:たまたま時代的に情報っていうのがまだ未開拓だっ
たから､凄く魅力があったし｡
松:誰もチャレンジしたことのない場所に足を踏み入れ
るっていうのはね｡
中:まあそういう意味で面白い時代を過ごさせてもらっ
てたなと､僕は思いますけどね｡で､今学生の話が出ま
したけど､確かに第1期生の学生は今も名前を覚えてい
るんですが､悪いけど最近の学生の名前が覚えられなく
て､ちょっとはボケのせいだけど(質)､それだけ印象が
強烈だったという意味ですね｡学生だけじゃなくて職員
も頑張ったと思います｡前の鈴木課長ね､影で色々と支
えてくれました｡学生に｢不満があるならお前らでやっ
たらどうだ｣って言ってくれて｡ああいう側面の支援が
あって､学生の不満を良い方向に転換してくれた｡ ｢だっ
たら自分達で展示会(コウサ展)をやったらどうだとか｡
それだけじゃなくて､他にも学生の意気込みとかモチベ
ーションを上げることをやってくれていたんです｡
｢MAYA (3Dソフト)｣だって､学生がCGアニメーシ
ョンを作りたいっていうことで購入したんです｡でも学
部にそれを教えられる人いないから､何人かの学生達が
前の年の冬ぐらいから､学外の講習会に行って習って帰
ってきた｡ちゃんとプロジェクトで映画にしたんだよね｡
そういう意気込みが本当に嬉しかった｡自分が何もでき
なかったのもあるんだけど｡
上:W先生の後任として僕がデザインを担当するように
なったわけですけども｡僕自身も情報学部に吸い寄せら
れて来たのは､開拓者精神によるものでした｡当時はま
だ情報デザインっていう分野が､なんだかよく分からな
いけど可能性があるとか言われていて､今よりもずっと
輝いていた｡そして僕がCDコースに関わり始めた頃っ
て言うのは､美大じゃない一般の学部の学生たちがデザ
インを学ぶってことはそもそも無理なんじゃないかって
言われてて､僕はだからこそやってみようじゃないか､
と意気込んでました｡
ところが時代が追いついてきて､今となっては経営学
部や工学部でもデザイン教育やってますものね(笑)そ
の意味じゃ早かったのかな｡そして､できた当初は我々
のところが日本に唯一だった"コンテンツデザインコー
ス"も､その後､同じ名前のものが札幌市立大学にも出
来ました｡要はコンテンツという言葉が浸透してきたん
ですよね｡だんだん他でもやるようになって｡でも､初
期のころはコンテンツって言葉は我々も分からないって､
栗芝先生と一緒に悩んでましたよね.さきほどマルチメ
ディアって言葉が出ましたけど､それと似たバズワード
っぽさがありました｡
栗:デザインの方はデザインで純粋に特化しちやってた
んですけど､その情報という冠がついたところにデザイ
ンが入っていったっていうのはちょっと違ってましたよ
ね｡立ち位置が｡
袷:それぞれのコースには基盤となる学問があって､ネ
ットワークシステムだったら計算機科学だったり｡で､
江原先生はね､コンテンツデザインの基礎は認知科学だ
って最初から言ってたんですよ｡だから僕はやっぱり江
原先生はすごいなって思うんですよ｡いろいろ深いとこ
ろで分かってたんだなあとは思いますよね｡でも江原先
生は､キーワードがぽーんと出てくるんだけどなかなか
人に分かるように説明してくれないから(笑)でも､僕
はそのキーワードに踊らされてたかもしれないけど､そ
座談会｢コンテンツデザインコース･10年の軌跡｣
のキーワードについては頭に残っていた｡
山:ずいぶん早くから私に認知科学やらないかって言わ
れてて､私は担当コマ数が多すぎてとてもできません､
とお断りしていました｡そのころは心理の方もやってい
たので｡
松:やっぱベースとなる学問がどこにあるのかっていう
ことについては､江原先生がきちっと分かってたんです
ね｡それをじゃあ教育メソッドとして組み立ててやって
いきましょうっていうところまではさすがに分かってい
なくて色々試していくことになるんですけども｡でもや
っぱりそういうベースの考えがあって初めて上に乗って
いくものがあると思うので､やっぱり江原先生は凄いん
ですよ｡
3.外部向け発表会について
中:次は発表会です｡発表会っていうのは昔から情報管
理学科でもあったんだけど､それは基本的に研究発表と
いうかプレゼンテーションだからね｡学会みたいなもの
だ｡
松:この学部で､展示をして発表するっていう文化を作
ってくださったのは､それはやっぱり上平先生と栗芝先
生｡最初は僕はびっくりしちやって｡全然カルチャーが
違うんですよね｡その頃､情報系の情報科学の世界とか
は､基本的には展示はしなかった｡発表するっていった
らパワーポイントで作って発表するっていうことしか思
いも浮かばなかったんだけど｡やっぱCDコースだから
展示発表をするとかで､新しい方法を学部にもたらした､
それはすごい｡
上:そしたらNSコースもやり始めて(笑)
松:スタンダードになったよね､ CD　コースの展示発表
の仕方が｡あまりにも凄すぎてそれが当たり前になった
んで｡どうしてこういうものを導入しようとしたのか興
味があります｡
上:デザイン系の学校ではどこでも展示発表という形で
研究成果を公開します｡もちろん展示という発表形式で
はアドリブが増えますし､論理を組み立てるという意味
ではよくないことも多いんですけど､基本的にギャラリ
ーとか展示場のようなスペースで成果物を発表すること
は､やっぱりハレの場としてひとつのゴールが見えやす
いってことは大きいと思います｡演劇なんかもそうです
ね｡みんなでドキドキしながら作り上げていくイベント
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感が大きな達成感に繋がりますし､目標に向かう意思決
定の積み重ね方や､周辺の学生はそれを見たり使ったり
することで研究成果を共有することもできます｡
松:今でこそ普通に展示発表やってますけど､そのノウ
ハウの多くがCDの演習から来ていてて､それがプロジ
ェクト発表会とかコウサ展とかに広がっていって､ああ
いうものなんだって言うのを他のコースの人たちが見て
学んでいったんだよね｡
上:初期の頃はCD総合演習の発表も端末室でした｡徐々
に学内の場所を借りて､ webで告知打って外部からお客
さんを招待して展示会をするようになったんです｡
松: 10号館を作る前に設計する時にも､学生が展示発表
をやれる場所がなきやなって｡これもやっぱり江原先生
が先に言っていたんですけど(笑)その声が届いて10
号館の今発表しているところ､アカデミーモールが作ら
れたんですよね｡やっぱりああいう場所で発表するって
ことを学校側にプッシュできたのは､その前に9号館の
5階のアトリウムで発表会してたからだね｡ああいうこ
とをしなきゃ駄目だよね､つていうのが学校にも伝わっ
た｡
中:最初の展示会が9号館でよかったのは､アトリウム
の上の6階に役員や学部長部屋があることです｡学部長
や役員に｢見に来てくださいと｣頼んで､それで大学の
偉い人が来てくれて､それまで専修大学には､そういう
文化がなかったから彼らはびっくりして｡あれから他の
学部も同じようなことを始めたんじゃないかなあ｡
松:あれは効果ありました｡ネットワーク情報学部って
今までと違う学部なんだって言うのを､見せることがで
きましたよね｡
中:これは一番大事なことですが､他の学部の人たちも､
当時はうちの学部に対して､大学の伝統に合わない変な
学部を作ったなって思われてたかもしれないんだけど､
いやそれは違うぞということが分かってもらえたと思う｡
大学も当初は伝統的な､例えば法学･経済学･商学の大
学っていうイメージを強めるだけでしたが､まあ今でも
やってますけどね､プラスでそれだけじゃなくこういう
学部もありますよっていうのを世間にアピールできると
考え始めたと思いますよ｡学長も｢ネットは頑張ってま
す｣っていうことは理解してくれてるみたいだし｡
上:まあ内部でやるのは我々がやったんですが､それを
うまく外部に持っていく流れを作ってくれたのは山下先
生ですよね｡
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山:私がちょっとCDコースをお手伝いしているときに
ひとつ考えたのが､総合演習の授業を､小間切れじゃな
くて､ 1年間の尺でちゃんと繋がりのあるように組み立
てた方がいいんじゃないかということでした｡だんだん
広がりができていくように設計をして､一応関連性を高
めてっていう風に心において授業を設計しました｡ただ､
この分野は素人なので､自分ではあまりできなかったん
ですね｡だけど､そのあと上平先生と栗芝先生が入って
下さって､ ｢あ､こういう風にやりたかったんだ｣って後
で分かったんです｡私がやりたくても出来なかったこと
が､おふたりが入ってきてできるようになったっていう｡
最初の頃のぶつぶつで切れている教育じゃなくて､半期
なら半期でまとまりのあるテーマで､スタートから積み
上げて目標立てて､最後にちゃんと完結するっていう流
れが､コンテンツデザインの教育の仕方として凄くいい
なと､他の大学とか見てて思ってて｡それがここの大学
で根付くといいなと思ってました｡
あと私が関わったっていうと､多摩美の情報デザインを
国内研究で出ていたときに教育を見させてもらって､す
ごく面白くて｡それでW先生が辞めてパニックになった
ときに､これからのコンテンツデザインは多摩美の情報
デザインのやり方を真似る形で､ 1から出直して積み上
げたらどうですかっていうので提案したんです｡多摩美
の発表は私も見てて､凄く面白いな-と個人的にわくわ
くして､それでそういうのをうちの学部でもできたら面
白いなって｡で､展示会の面白さを学生に伝えたいと思
って､ 1期生の谷君と前川君と佐藤君との3人に､最近
の草食系男子ですけど､彼らに多摩美の｢出来事のかた
ち展｣っていう4年間の教育のエッセンスを見れるもの
を一緒に見に行こうと誘いました｡実は私にはちょっと
魂胆があったんですよね｡彼らが凄く不満を持っていて､
3年でプロジェクトが終わったんだけどまだやりきった
っていう感じがなくて､もっと自分たちで何か爆発させ
たいって思ってて､こういうのやってるんだけどあなた
たちも行った方がいいんじゃないの?って｡
中:仕掛け人だね｡
山:まあそうですね(笑)ちょっと見せたら凄い食い付
きが良かったんですよね｡それで､まあ自分たちもやろ
うってことになって､そのあとは本人たちの力で｡それ
も私が期待してた以上の結果につながっちやったってい
う｡それは面白かったですね｡なるべく教員が前にでな
いようにして､学生だけでやっていくっていうことにし
たのもよかったと思っています｡
松:あれが経営学部の情報管理学科と切り替わったとい
うか､ひとつのターニングポイントだったと思うんです
よね｡いくらネットワーク情報学部になりましたって言
っても､形式上はそうなんだけど､具体的な違いがよく
見えなかった｡それが展示会とか学生が自主的にやると
か､そういう部分が明らかに変わったところがあって､
それが新しい学部の特徴としてもたらされたんじゃない
かな｡
福:プロジェクトってのはどこから来た話なんですか?
松:プロジェクトは､実は私が文章に勝手に書いちやっ
た､ごめんなさい(笑) 99年の夏休みに集められた時に､
情報管理学科の4年生で必修だった卒業研究を､新学部
のカリキュラムに入れず､代わりに3年生の必修として
プロジェクトを入れたんだよね｡それでなぜかその時に
だれも反対せずに､通っちやったんですよね(笑)
中:どんなものか､みんなよく分かってなかったんだ(笑)
通っちゃっていいのかな-つてぐらいは思ったんですが
ね｡
松:最初の1年目か2年目に募集をしなきゃいけないっ
てことになって､プロジェクト委員会を作らなきやいけ
ないなって｡そのとき｢松永責任とって委員長になれ｣
って言われたんだけど､発案者が委員長になったら誰も
一緒にやってくれなくなっちゃうでしょって｡誰か他の
先生に委員長になって下されば私はサポートしますって
いって､石鎚先生に委員長を押し付けてしまったのが､
石鎚先生の不幸の始まり(笑)僕はプロジェクトってい
う考えを慶応のSFCから持ってきたのだけど､石鎚先
生もやっぱり慶応のSFCなどをかなり調査して､その
結果をプロジェクトに必要な5つの原則っていうのでビ
シッと示したんですよ｡この原則は今でも問題なく通用
するもので､最初に石鎚先生にお願いしたのは､大正解
だと思っています｡この学部の特徴として､コンテンツ
とプロジェクトっていうのが情報管理学科とは全くちが
うふたっの重要な要素だとはみなさんに意識してもらっ
て､大事にしていただいたのは発案者として嬉しいです
ね｡
座談会｢コンテンツデザインコース･10年の軌跡｣
福:他の学校のPBL (ProjectBasedLeaming)とはだ
いぶ違いますよね｡むしろ総合演習の方が､ PBLみたい
な｡
松:うちの学部では､ 2年生で総合演習のいわゆるプロ
ブレムペーストランニング的なことをやっておいて､そ
の基礎があった上で､ 3年生でプロジェクトを実際学生
がやって自由にやらせるっていう二段構えな感じなので､
余裕がありますよね｡
中:プロジェクトで思い出すのは､ 1回目のプロジェク
ト立ち上げのときで､学生のプロジェクト提案ポスター
セッションの場所を教員が回って歩いたんです｡そのあ
とで担当教員と学生のマッチングをはかる｡ 9号館の5
階のゼミ室を借りてやりましたね｡
松:最初に3号館の4階の大きな教室に学生みんなで集
まって､お見合いをしたんですよ｡全員がとりあえず自
分のやりたいこと書いて､そこで似たようなものをぱー
っと集めて､似たようなこと提案したいから､じゃあ一
緒にやったらどうだろうって｡
中:あの時は教員テーマっていうのがなかった｡全部学
生テーマ｡あれはね､今更無理かもしれないけどよかっ
たと思うんだよなあ｡学生たち自分がやりたいことがあ
るんだったら自分でやって｡
松:それは石鎚先生がそうしたんですよね｡その時のプ
ロジェクト募集で一番面白かったのは､学生たちの仲が
良かったので､優秀な学生たちをひとつのプロジェクト
に固めさせないんですよね｡お前がいなきゃ駄目だって
言って､エースを必ずどこのプロジェクトも抱えていた｡
山:最初は編成のバランスがよかったですよね｡今のよ
うにひそかに抱え込みが起きるとかそういうのがなかっ
たです｡
松:そうそう｡面白いなと思ったのが､できるやつはと
にかくどっかに引っ張られてバラバラに分けられちゃう
んだよね｡だけど1期生たちは出来のいいやつらも､出
来の悪いしょうもない奴らも仲間だと思っててくれてた
んだよ｡やっぱり同じ釜の飯を食ったみたいな雰囲気が
あって､仲良かったですよね｡
松:色んなタイプのやつらが仲良くて､お互いがどんな
ことできるやつかっていうのが分かってましたよね｡
中:それはなに､そういう動向ってのは､うちの大学だ
けなの?　それとも世の中がだんだんそうなっている
の?　若い人の動向ってのがよく分からないんだけど-｡
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宿:でもそうでもないですよ｡調べてみると､学生たち
のプロジェクトの選択基準は実は非常に単純なんです｡
1年時のクラスの友達と一緒になっていることが多い｡
彼らにとって新しい人間関係の環境を作るのが大変なん
ですよ｡すでに存在している関係の中でやろうとする｡
集まる学生のレベルの分散も､適度なんじゃないでしょ
うか｡凄い奴同士で集まるというケースは実は少ないと
思いますよ｡
山:初期の時は､昔の仲間で3､ 4人ぐらいのとこから
始まって､教員がちょっと話したりするとグループどう
しがお見合いして合併したり､それがちゃんとできたん
ですよね｡で､なんか意気投合したりして｡
4.コースからプログラムへ
中:では､この辺で次のテーマに移ります｡コース制か
らプログラム制-の移行です｡その辺の､特にCDに関
連した動きを説明していただければ｡
松:CD　コースだけ考えれば､別にそのままコースを続
けていてももちろん良かったと思うんですよね｡やっぱ
りCDはうまくやれてきたというかこれだけ努力してや
ってバリューをあげていって､やっぱりブランドカも確
立してきてたからね｡
中:CDの良さはやっぱりクリエイティブで､やっぱり
ものが作れて､アイディアを表現できる｡それが楽しい｡
NSの連中っていうのはそれなりにソフトウェアが作れ
て､なにか動かすものができて｡
松:言ってしまえば､そのふたつのコースは『ものづく
り』が出来るんですよね｡アイデアを具現化する力があ
る｡
中:でも､ ISのやっていることは世の中では非常に重要
であり必要なんだけど目に見えるようなことに表すのは
非常に難しいっていう部分があるのかなあ?それが意図
せず序列化って言うか､人気度になってしまったところ
っていうのがありますね｡
中:関連して言うと､先ほどの多摩美大に見学に行った
時に､我々としては､ ｢もともとNS的なソフトウェア中
心の行き方にデザインやらなにやらを取り込んで行こう
と考えている｣と説明したら､これに対して向こう(多
摩美大)がその裏返しに､ ｢デザインだけでは駄目で､実
は動くような物を作っていくソフトウェアが必要だ｣と
いう説明を受けたんですよ｡期せずして同じ方向を狙っ
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てるんだなと感じました｡
松:別の入口から登っても同じ山の頂上を目指している
みたいな-
中:そう､だから今の話で言うと､松永先生の話を敷術
すると､実は学部の中でもそうなんですよ｡本当は｡以
前からのプロジェクト作る時の合言葉で｢3つのコース
がそれぞれが知恵を出し合ってなにかを創り上げる｣と
いうのがあったじゃないですか｡
松:それはNSとCDに関してはうまくいっている訳で
すよ｡ NSの学生の一番の嬉しい事はCDの学生と考え
方が違うことに気がつくことで､そのカルチャーショッ
クに彼らは喜びを感じるんですよ｡違う価値観を彼らは
知ることができて､そのことが工学部の学生たちに対し
て圧倒的なアドヴァンテ-ジなんですよ｡ CDコースの
物の分析方法や設計方法っていうのが工学部にはあまり
ないもので､それをプロジェクトの中で共有できるって
言う事が圧倒的なアドヴァンテ-ジを彼らにもたらして
いるんですね｡で､それを学部の中に両方が共存してる
世界っていうのがオリジナリティが非常に高いと思うん
ですよ｡
おそらくCDコースの子たちにとっても単純にデザイ
ンの事だけを知っている訳じゃなくて､テクノロジーの
人たちの発想方法とか考え方を知って､しかもそれをま
とめて何か一緒に作業をして､ひとつの事をできるって
事に彼らもやっぱ喜びや驚きがあるんですよね｡やっぱ
物を作るってところに共通項があるんだね｡だからこの
学部の次の段階はISコースを､ CD･NSのこのような
有機性に巻き込む動きが必要で､新カリキュラムのプロ
グラム制では先生方も少しシャッフルしてるんだけど､
結果的にそれはかなりいい方に向いていると僕は思って
るんですよ｡
上: ITビジネスは元々のISにも近いポジションですけ
ど､プログラム制になってイメージ変化しましたよね｡
学生にも人気ですし｡
松:飯塚先生と吉田先生と､今までNSにいた小林先生
がくっつく事によってNSのカルチャーを良いところで
お互いくっつける方向になって､江原先生を経営情報分
析の方に持って行って､そして山下先生も社会情報に行
って､ CDやNSのカルチャーをISの方に注入しましょ
うって形になる｡
山:社会情報はちょっと違った理由で作っていただいた
部分がありますけど､結果的にはそういう説明も成り立
つかな｡
中:メディアプロデュース的には､今はどういう風に位
置づけられる?
宿:去年-僕のとこもCDがふたりしかいなくて､あと
ISだったんですけど､対外的にはすごく使えるんですよ｡
リアリティの作り方なんかがやっぱり強いんですね｡だ
から､新百合のもCDの学生だとトラブルだらけだった
と思うんですよ｡ISの学生だったら上手く行くって言う
ところがあるって､そういうところのなんか動かし方を
やってかなきゃいけないかなあとは思うんですけど｡だ
から僕は逆にコンテンツのでもそういうやつが必要だな
って言うのがメディアプロデュースって言う位置づけな
んですよ｡現実の方に落とせるような｡
松:CDとISの良いとこ取り?
宿:そうですね､そういう感じでやるとすればメディア
プロデュースとかいう言葉になって来るのかなと｡実
際･具体的なメディアに対して､具体的に何かやるチュ
ーター的な役割｡
松:やっぱりISとNSの良いとこどりがITビジネスみ
たいなところがあって､MPがCDとISの良いとこどり
だよね｡
山: 1年生向けの基礎演習の説明会を聞いてて思ったん
ですけど､やっぱりCDもNSも作ったものをどこに落
とし込むかって言うことのイメージが割と鮮明ですよね｡
小学校というユーザーがあったりとか､あとなにか説明
する場合もそれをどういう場合に使うとかも結構鮮明で
すよね｡で､ NSの場合も例えばなにかやるシステムを
作るとか､マイコンを整備するとか､どういう所で使え
るものにするとか｡
松:そういうエンジニアリングに近い発想ですよね｡や
っぱりそういう技術をどこに適応するか､ですよね｡
山:『ものづくり』っていう点の共通点もあるかもしれな
いけど､一方にはそれが具体的社会とどう繋がるのかっ
ていう事が割と鮮明にこの学部では打ち出されているの
で､学生もそこがわかりやすいんだと思うんですね｡で､
出来ればIS系もそのデータ分析する技法だけじゃなく
てその結果をどこに落とし込むのかっていうストーリー
があるとか､あるいはそのアンケート調査､この辺は最
近望月先生とよく話をしているんですけど､その調査だ
けを切り取ってやるんじゃなくて､やっぱりそれは一種
のコミュニケーションで､調査される側とする側が対話
をする場としてのツールで調査をするんだっていう発想
が必要なのではないかと｡
座談会｢コンテンツデザインコース･10年の軌跡｣
松:学ぶことの後ろにはコンテキストがくっついてない
とダメだってことですね｡
山:そうそう､社会の中でどういう問題なのかを考え､
それに仮説を乗せて､その仮説を検証するためにこうい
う調査をするんだという流れを全部込みでやらないとな
かなか学生がイメージしにくいんじゃないかなと思うん
ですね｡で､ちょっとCDも半期の流れでちゃんとスト
ーリーとして繋げてやったほうがいいんじゃないかとさ
きほど言いましたが､その辺と関係してくるんじゃない
かと恩うんですよ｡ぶち切りでスキルを学んでも､はい
Photoshopやりましょう､はいこれやりましょう､みた
いにまあ単純に言っちゃうと､それやっても一応それは
そこでまあ技術は身につくかもしれないけど､それがど
こに落ちてくのか､どこに着地するのかわからないと学
生はモチベーションも湧かないと思うんですよね｡だか
らそのIS系の教育は多分､ CD色とNS色を持ちこむと
いうことではなく､意味をつなぐものが必要というか｡
松:教育メソッドの違いがあるのかもしれませんね｡ CD
コースには､割と教育系から来てる人が多いじやないで
すか｡いろんな方法論が持ち込まれてきているなあと思
うんですよね｡昔はやっぱりどうしても学ぶことはテク
ノロジーつていうか技術オリェンテッドであって､それ
をどういう文脈で教育という仕組みに落とし込むのかっ
て言うことについては､みんなそれほど関心はないのか
もしれません｡
山:やっぱりもうちょっとその辺を全体に行き渡らせら
れると良いのかなあって思います｡
松:特にCDの先生方は教育方面のバッグラウンドが非
常にあるので､それを技術や理論を教育としてどう展開
していくことに対して非常に新しい知見が･ -新しい
っていうか僕としては新しい発見があって｡驚きの連続
なんですけども｡
山:こちらとしては当たり前なんですよね､それが｡先
にその着地点を考えて前倒しでストーリーを立ててくっ
て言うのは｡栗芝先生も上平先生もそういう教育のバッ
ググラウンドがあった上でのデザイン教育だから､それ
はすごく良い人員配置になってると思います｡
松:それが今はすごく大事で､情報系の学部の中では一
番進んでると思うんですよね｡システムでも同じなんで
すよね｡やっぱりどういう文脈で使われているって事を
なしにテクノロジーやっても､工学部に負けちゃう訳で｡
だからもうちょっとポジティブに言えばCDがその文脈
に依存･ ･ ･適応した教育方法を積極的に取り入れてる
って言う事がこの学部に非常に大きな意味を持っている
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という事なんですよ｡それが､だんだん普及していて
NSなんかかなり影響を受けていて､これからISの方面
にそれがどんどん波及していく｡そういうCDコースの
価値っていうのがあると思うんですね｡
山:社会情報は明らかにそれを目指していて､なにを変
えたいのか･なにを良くしたいのかって言う文脈を意識
してます｡
松: CDのカルチャーが今やネットワーク情報学部の中
心にいると(笑)　そういう状況になりつつあるという
か､もうなっているというか｡
山:まあそれ､ CDのカルチャーつていうか､やっぱり
教育の在り方って割と普遍的で｡で､どの分野にも持ち
込めるし､学習者がちゃんと何をやっているのかを自分
で意識して､何をまずいかを判断できる枠組みを提示し
てますよね｡
中:今年､山下先生がリーダーでいらっしゃる｢リテラ
シー演習｣にも通じますね｡あの演習を1クラス担当さ
せていただきました｡それで感じたことですが､例えば､
書き方を教えるとかだけじゃなくてですね､全部が一貫
してるんですよ｡やはりあれが大事なんです｡しかも､
あの科目はその先を､プレゼンテーションの仕方も､そ
れから､データ収集なんかも考えて構成されている｡あ
あいう科目があることはとても良いし､出来れば他の科
目もですね､なんらかの形で連携することが望ましいと
思います｡つまり､単にリテラシーだけですよというだ
けじゃなくてね､ ｢お前らここで､あそこで習ったろ｣っ
て｡自分の授業をこうしたことを前提として､例えばプ
レゼンテーションの仕方は知っているものとして自分の
演習をやれるといいですね｡もちろんその後のフォロー
とか言うそういう事はあって良いと思いますが｡
松:この学部はね､まあただこうやって教員で話す事も
多いから､それぞれの科目が独立してるようでも今あの
学習観がこう共通していれば､特別ここで習った事がこ
こで使えるっていう有機的な結合があると思う｡他の大
学はある一部の先生がある先進的な方法論を持ち込んで
も､そのゼミではそれが有効なんだけども､学部学科と
しては全くそんなものは知りませんよって言う所が多い
んですね｡でも､我々の学部は広がりがあるんで､ "点"
ではなく"面"としてどの学生もどの授業とってもやっ
ぱりそういう経験が得られるって言う点でかなり進んで
ると思う｡
山:カリキュラムが変えられるって事自体が既にそうい
う協力っていうかお互いのその了解がありますよね｡く
すぶってるところはあるかもしれないけど､まあいろい
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ろ話し合って説得していくと､やっぱりここをやるため
にはここはちょっと我慢するとか､これをやるためにこ
ういう科目にするんだっていう事が受け入れられるって
すごい事だと思うし｡
上:話は少し戻りますが､さきほどの文脈ってことにつ
いて､栗芝先生が来たばっかの頃に苦しんでいらっしゃ
たんで､その辺語ってもらいましょうか｡かなり､かな
り苦しんでましたね(笑)
栗:かなりですね(笑)､カルチャーショックだったんで､
ものすごく｡
上: (笑)僕はそんなにショックなかったけど｡まあその
元々そこまで美大色が強くないんで｡
栗:いや､元々の課題に対するスタンスみたいなのがま
るで違う文化でした｡美大は何が何でも隣のヤツより良
いものを作るっていう文化なので元々競争なんですよ｡
はじめから競争だってわかってる人達が集まっているの
と､そうではなくて課題として出されたものに対して､
正解を･ ･ ･いかに苦労せずして出すかっていうような
感じの文化だったんで､これはちょっとまずい事になっ
たなって｡
上:栗芝先生は､最初､課題も非常に答えがオープンな
ものを出題していたんです｡君らはどう考える?ってい
う課題｡そしたら自由すぎる問題にあまりにも学生達が
混乱してて(笑)そしてそれを出題している栗芝先生も､
最初だからなるべく簡単にしようとしたのに､同じ大学
生でもこんなに反応違うんだって苦しんでて｡で､そっ
から小学校向け教材って言う明確な枠を設定し始めたっ
ていう経緯はあるんですね｡元々そういう枠を作るのが
大っ嫌いなのに(笑)
栗:元々そういう風に育ってきてしまったんで(笑)､枠
がない方が良いんじゃないかって思ってたんです｡でも､
ここでは枠を作った方がむしろやりやすいっていう事が
わかった｡
松:やっぱ学年の進行に合わせて､だんだんよりこう構
造が緩やかになっていくっていうステップがどうしても
うちの学部には必要ですよね｡だからやっぱり今1年生
のリテラシー演習で､じゃそれはどの辺の構造の中で彼
らにやらせるっていうのは､だから手の平で踊らせるよ
うな事は1年生で必要だし､やっぱ学年が上がってくれ
ばより多くの変数をつくるべきだし｡
中:学生の期待を考えるとそれは難しい所なんだけど｡
高校生が大学に入ってくると､大学というのは自由にで
きる所と思っていたのに､何と､毎日､毎日課題は出る
わ､それはしなきゃいけないわっというのがまず1年生
にあって､彼らはフラストレーションを感じると思うよ
ね｡で､だから先にこうなるという説明がきちんと行っ
てないのかもしれないけど｡
松:そこは山下先生が相当頑張られて､やっぱ先輩にメ
ンターとしてやってもらっていのすごく良い事だと思う
んです｡彼ら1年生の悩みとかこれをやったら将来どの
ように役に立つんだろうかって言う疑問に対して､上級
生が経験に基づいてアドバイスすると納得してもらえる
ね｡大変苦労されてるけど､僕はうまく行ってると思う
んですね｡
山:そうですね｡で､ 1年生でブツブツ言ってても､ 3
年くらいになると､ある程度わかってくれて｡あれが良
かったっていう風に言ってくれるっていう自信が多少つ
いたので､こっちももうあの､言いたいだけ言わせてお
けみたいな感じで､まあきっと君達もわかって立派に後
輩に語るようになるよね､つて思っているところがあり
ます｡ 4年くらいになると本当にこちらの苦労がわかっ
てくれて-0
松:最近僕は､上級生に愚痴を言うことが多くて､今日
も4年生に｢ちょっと1年生がやる気がなくて困ってん
だよ｣って愚痴を言うと､やっぱり慰めてくれます(笑)
松:学部としては最初にどうしても上下の繋がりがね､
ゼミがないから上下の繋がりがなかなかこう生まれにく
いって事がマイナス点として出てきたんですよね｡プロ
ジェクトって考え方では､どうしても学年単位になって
しまって､上下間のその技術とか考え方とかの意見が聞
けなくなってきていた｡そこで山下先生が大分苦労され
て､先輩と1年生と繋ぐような仕掛けをいろいろやられ
はじめた｡
山:一番劇的だったのは､ネットワーク情報概論を引き
座談会｢コンテンツデザインコース･10年の軌跡｣
継いだ時に(今の4年生ですね)､その時に最初何をやろ
うかと思って､まあ例年だと教員が行ってまたガイダン
スをもう1回やりなおすとかいう形でやったんだけど､
あんまり聞いてる風じゃないっていう感じがあったので
(笑)､じゃあ4年生にしゃべってもらおうと思ってやっ
たら､もう､大当たりだったんですよ｡また4年生が素
晴らしい話をするんです｡いやあ､もう毎年すごいと思
うんですけど､ 1年生も最初にそれがばっと来るので､
ガイダンスで散々バイトは出来ないとか課題は大変だと
か脅され続けてるじゃないですか､ 4年生が来て､大変
だけど出来るとか､やってる人もいるよとか､そこでち
ょっとホッとするんですね｡あの効果がすごいですね｡
教員が言うよりも､やっぱり一番接してる在学生とか卒
業生が(まあ自分たちのモデルですね)言うのが､すご
く効果的だなっていうことを､やる度に思いますね｡
松:最近はプロジェクトの立ち上がりがすごい俄然良く
なりましたね｡プロジェクト始めるときに自分達はどう
いう事をしなきゃいけないとか､どういう事が大変なん
だとかって十分わかっているんですね｡ここ2, 3年を
見ていると｡で､それはやっぱり山下先生が仕組みを作
ってくれたとしか思えないんですよね｡
山:伝統ができてきたんだとおもいます｡あと　CDや
NSの総合演習なんかでミニグループワークをやってい
るので､これを1年間やるんだったら､のほほんとして
たら大変だって気がつくんですよね｡あと､やっぱり卒
業生､今度もやるんですけど12月に卒業生が来て話を
してもらったり､あと､先生方の話を聞きに行ったりっ
ていうのを何回か繰り返している間に､学生の意識が少
しずつ変わるのかな｡
松:全般的にはやっぱりCDの子達の方が､上下関係が
比較的あるんじゃないですかね｡やっぱ他のコースと比
べれば､その辺が羨ましいなって思うんだけど(笑)､こ
う学年を超えて繋がりみたいなものを感じます｡ CDの
良い所はそこにあるように思いますよ｡
山:授業補助員をやる人達はすごいですよね､自分達の
プロジェクトで大変なのに､それを押してまで後輩のサ
ポートをすごく頑張ってますよね｡
莱:あとみんな発表を気にしてますよね｡次の学年はど
うなのかな～つていうのを｡
山:リテラシー演習の発表会にあんなに2年生が来たの
には驚きました｡ Twitterで一言今日やるよって言った
だけで｡
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上:今までの積み重ねにもうひとつ付け加えると､今年
からはやっぱりTwitterの影響って大きいですよね｡あ
れで1年から4年まで､さらには卒業生まで繋がってい
るっていうのが､非常に面白いですね｡
松:ああいうのは､ネットののぞき見カルチャーが復活
した気がするんですね｡ネットって言うのはやっぱみん
なが見れるから､コツソリ見られるオープン性が本来重
要だったはずなんだけど､ Twitterが出る前はずいぶん
クローズドになってきていて｡
山:どっかでは集まってるんだけど､それはオープンな
ものじゃなかったですね｡
松:サイボウズなんかもね､使われない使われないって
言ってるけど､レナンディと比べて良い所は､どんな学
年のどんな情報も一覧化して出てる訳じゃないですか｡
レナンディはクラスの中でしか見れない｡あれはクラス
の中で連絡するのは良いんだけれども､やっぱネットっ
て言うのはのぞき兄的な､なんかこういう事やってんだ
って言うのが感じる場所が必要なんだとおもいます｡
上:その意味じゃ､山下先生がやってるNandIは､あれ
すごい上手い学部の文化のハブになってると思いますよ｡
あれをリツイ-トすることでその周辺の人に全部見える｡
山:そうですね｡一応仕事としてやってます(笑)最初
の頃はなんかいろいろ言われたんですけど｡まあその後､
ある程度ポジションが落ち着きました｡
松:やっぱねえ､ネットワーク情報学部らしい繋がりだ
と思いますよ｡あれでね､いわゆる覗き見とか各学年で
どういう事が行われてるんだとか､後輩達がこういう事
やってるんだという事がわかりやすくなった｡
5.旧CDコース系プログラムの将来
中:さて､そろそろ最後のテーマです｡今日最初お話し
たように10年前は､｢コンテンツって何｣という程度で､
おっさん達には分からなかった時代だった訳です｡それ
がここまでこう変わって来ているという中で､これから
10年後と言うのはもうまさに予言でしかないかもしれ
ません｡でもさらにこの先どうなるか､プログラムの将
来､あるいは将来こうしたいとか､こうなるだろう､を
含めて学生のことや教育内容を語っていただきたいと思
います｡
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上:CDプログラムはMPプログラムと専門性を区分し
たという事で､ちょっと軸が絞れた気がします｡やっぱ
りデザインって文脈が命ですから､先ほどの話ですけど
も､ユーザーのためにどういう"関係"を作るかって事
がそもそもデザインの基盤です｡それに対してMPの方
はあまり文脈に依存しないマスメディア主体なところが
ありますよね｡そう考えますと､やっぱり学習すること
は大分違ってきます｡
今は情報が溢れ返っている世の中になってきてますし､
その先に必要になってくるのは､文脈を作る事だという
事は間違いないと思うんですね｡そういう意味では､そ
の辺の事を適切に指導すれば､これからの社会の中で必
要とされるような人材をうむための教育体制はなんとか
-作れつつあるのかな､と思います｡現実にはまあ､カ
リキュラムがしっかりすればいい学生が育つってものじ
ゃないからこそ難しいわけですが｡でも良いカルチャー
が次の代に引き継がれつつあるのがいいことですね｡学
生達が夢中になって制作に取り組んでいる姿は本当に美
しくて､今年もああやって頑張ってくれてるな､つて風
景を毎年見ることが出来るのはこの学部ならではの文化
ができてきたからこそだと思います｡そういう意味では､
そこまで悲観はしてないですね｡ここで良い学習をして
いれば､社会の中で通用する人材になるだろう､という
確信はあります｡
で､この先のことに関しては､今､自分の個人的な関
心に｢ビジネス｣があります｡ウェブサービスが普及し
て､誰でもコンテンツが作れるようになって行く流れの
中では､コンテンツの受託開発のような仕事は成立しに
くくなっていくでしょう｡システムの力が強くなってい
くこの先､便利になった先に､人間は何を携えて生きて
いくのか､何をして対価を稼いでいくのか､と考えると､
人々の存在価値のためには､なにかしら自分の役割をも
って働いて､人に感謝されて､お金をもらうというよう
な社会の仕組みが必要です｡
それで研究室では今､ファーマーズマーケットのサー
ビスのデザインに取り組んでいますけど､あれ本当のこ
とを言うと､農業自体がテーマじゃないんですね｡自分
達で作ったささやかなものを売って､使う人に喜びを作
り出してっていう､マイクロビジネスのモデルを考える
ためのケーススタディとしてやってます｡自分でつくる､
というのは､料理とか服飾などでも同じところあります
し｡自力で価値を生み出してお金稼げるような社会にな
っていけば､会社に依存しなくても自力で稼いで生きて
いけるんじゃないかなあ､と｡そのための仕組みっての
に今関心があって､ 4年生達と一緒に考えてみていると
ころです｡まあ､その辺は視野が広くないと見えないこ
とですので､ 2年生の演習でやろうとは思わないですけ
ど｡
でも､基礎演習の課題を考える場合でも､ただスキル
学習するのではなく､今の社会のリアリティの中で何か
を実践しながら学んで､それを通して少しづっ自分達の
立ち位置を築き上げていくような関係ができるようには
意識してますね｡
中:じゃ､同じくCDの栗芝先生｡
栗:はい､一応大きな目標は｢デザイナー｣を作らない
ことです｡逆説的ですけど､従来の｢デザイナー｣とい
うのを出来るだけ作らない｡美術系大学と同じ土俵で競
っても意味がないので､ ｢デザイナー｣と付くような職種
には出ていかずに､デザインマインドを持った上で違う
職種にみんなが出て行けるようになるっていうのがおそ
らく将来的には一番良いんじゃないかと｡ ｢デザイナー｣
と言うと､今ならwebデザイナーとかを目指しがちです
けど､ webデザイナーとしてweb業界には出て行かな
いっていうのが良いですね｡そうすれば､まだデザイン
が入っていない分野でその技術や知識を有効に使えると
いう事になって､そこに価値があるのではと思います｡
つまり､純粋にそのまま持っているスキルをその専門分
野で使うのではなくて､異なる分野や未開拓の分野に出
て行くというのが将来的に良いのではないでしょうか｡
なので､デザイナーつていう職種のところに出て行くん
じゃなくて､違う分野にどんどんと人材を輩出できるよ
うにしたいと思っています｡そうすれば職がないってい
う問題もクリアできると思うんですよ｡
中:なるほど｡では､ MPの福富先生｡
福:さっき言ったことですけど､コンテンツ白書って言
うのを10年くらい前に書きましてね､それどういう事
がって言うと､その頃からコンテンツって言い方が一般
化したって言う事なんですよ｡それで､今年あたりがそ
ういう風な考えじゃなくて､コンテンツからプラットフ
ォーム競合の時代にって言う言い方をしてまして､例え
ばコンテンツの時代ってすごい幸福な時代で良いコンテ
ンツ作るとお金たくさん払ってもらえるっていう事が成
座談会｢コンテンツデザインコース･10年の軌跡｣
立した時代なんですよ｡その前はマルチメディアとか言
ってたんですね｡それが､もう1回壊れたってのが最近
の言説で｡グーグルみたいな所だと､コンテンツは無料
でその代わり他の事で儲けますみたいなビジネスが作ら
れてます｡そういう時代に生きてくので考え方としては､
コンピューターもデザインもそうなんですけど､それは
単純化するとプロセッシングドリブンなんですね｡いか
にやるかって言うことを考える体系なんですけど､コン
テンツとかメディアって言うのはそうじゃなくて､何を
やるかって言うことが考えなきやいけない事なんで､そ
っち側をやろうと｡だから演習は映像やってないんでや
ってるだけなんですが､あれも何をやるか､いかにやる
かが決まってるんですね｡30秒のコマーシャルをどう作
るかを教えちゃうんです｡何やるかは自分で考えるって
言う風にやってて､それは多分応用演習とは逆の作り方
で､そういう風に全部考えて何をやるかって言うのと､
それを実現させるために現実的にはどういう事があるか
って言うのを考えさせる､ということをMPの方ではや
っていきたいと思います｡
松:WhatとHowをどういう風に組み合わせるかって事
ですよね｡
宿:そうですね｡方法的なプロセスでそれを技術として
スキルとして教えるという事はあんまりメインに考えな
いです｡そうじゃないと本当に就職ができなくなってし
まう｡みんなゲームの会社に行くのにプログラミングと
か一生懸命やるんですけど､そういうスキルはあるとし
ても､ゲームの会社がプログラマーたくさんいるかって
言うとそんなにいらないんですね｡だからそこじやない
所をちゃんと狙えるような人にちゃんと育って欲しいで
すね｡
展望としてはあんまりないんですけど､ただそのメデ
ィア自体､メディア環境･情報環境自体がかなり変わっ
ているので､その中で全体のバランスを取れるような人
間をどう作るかって言うのを､まあメディアプロデュー
スの場合は具体的に落とし込む所を考えて行きたいです
ね｡基本的な基礎トレーニングができてないヤツっての
を作っておくだからそういう感じなんですよ｡だからデ
ザインだとかプログラミングってのはやっぱり重要でそ
れをコード化してくってのはひとつの方法ですね｡それ
は多分就職には繋がるんじゃないかと僕は思ってるんで
すよね｡今の就活状況､単純に言うとネットワーク情報
学部の就職率って部門別産業の会社が圧倒的に多いんで
すよ｡それで入った人間を見ると､スキルが高いヤツか
ら決まっていくんですよね｡みんな性格の問題とかいろ
いろ言うんですけど､それは実はあんまり相関性がない
ようなので､まあ性格の良い学生たくさんいるんですけ
ど｡なので､それは就職率上げるにはスキルを上げれば
良いんですよ､本当は｡そうするとじゃあメディアとか
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コンテンツに関するスキルって何かって言うと､絵描く
事だったりしないんですよ｡そこが重要だと思ってて､
だったら美大に行った方が良かったりするんですよ｡そ
こをちょっと追求したいな｡ちょっと実学的な方向でメ
ディアやらないと､マスコミュニケーション論とか他だ
とどうしても社会分析なアプローチになっていく｡そこ
とは違う､かといってコンテンツ自体はもう危うくなっ
てるという認識でやって行こうと｡なのでバランスがす
ごい難しんですけども､まあメディアプロデュースって
わかりやすいので対外的には｡本当の中身はわからない
かもしれないんですけど｡
松:今ホームページでプログラム紹介のページがあるん
ですけど､そこの8つのプログラムのアクセス数をずっ
と見てるんですよ､やっぱりねCD･MP･NSって言う
のは御三家なんですよ｡この3つはもうとにかく圧倒的
にアクセスが多いんですね｡ 1番わかりやすいって事で
すね､その3つは｡入口として3つの価値って言うのは､
やっぱり捨てられないですね｡高校生が思ってる｢情報｣
って言う入口は､概ねその3つで集約できるって事なん
ですよ｡ただそこを通じて他の5つに対してどう誘導し
ていくのかって言う事がやっぱり我々としては問われて
ると思う｡
福:プログラム制で若干良いと思ったのは､その前はで
すねCDの時の､ CDコース制最後の方の1年生が(今4
年なんですが)､それでその時はメディアプロデュースと
かコンテンツデザインとか･-すごく認識されてた､つま
りゲームのグラフィックをやりたいんだけどどこに行け
ば良いんですかとかみたいな､高校生並みだったんです
けど｡今はそこまでズレてないですね｡だから分けた結
果ですね｡なんとなく､社会情報系に近いような事をメ
ディアプロデュースでは出来るのかみたいな事を言って
きてるし､デザインをやるべきかみたいな事をこちらに
言う学生はいないんですよ｡それはコンテンツデザイン
だろうと思ってるから､それはバックでイメージははっ
きりしてるみたいですね｡
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松:まあ元々コースの中にニッチな部分が本来元々あっ
たんだけど､やっぱり3つって言うとこうニッチの所が
ちょっと良くなかった､本当はすごく重要なんだけど､
そこにフォーカスを当てられたって言うのがすごい良か
ったんじゃないですかね｡
中:では､ SI (社会情報)の山下先生
山:さっき栗芝先生が言った言葉をバクって使えば､デ
ザイナーを目指さないって事を非常に明確にしたも
の-･という気はします｡ (コンテンツ)デザインって残
ってるとどうしてもまたデザイナーつてのがあるけども､
とってしまうことでそれを目指さないっていうのがはっ
きりしている感じは､まあちょっと､今のポジションと
してはそういう感じなんだって思います｡実は､社会の
中でどういう風に情報を活かしていくかって言う視点は､
むしろコンテンツデザインもそうですし､それから飯塚
先生や吉田先生がやってらっしやる活動も､あれは実は
社会情報なんですよね｡なので､そのコンセプト的に社
会情報が他とこれが違いますって言えるものがあんまり
ない｡だけど､デザインにこだわらないとかビジネスに
こだわらないという中で､やっぱり社会の事を考えるっ
て言うのがまあ立ち位置なんだろうなって､まあそうい
う意味で､ある程度こう幅広い所にまあ適応性があ
る- ･という言い方しかできないかなって｡
今､応用演習やっててすごく思うのはやっぱりコミュ
ニケーションカってところにかなり適応の要があります｡
グループの中ではなんとなくうまくいってるような気が
するんだけど､この間ワークショップのシミュレーショ
ンをやってみたんですけどひとりひとりが1テーブルに
入ると途端に固まっちゃう人がいるんですよ｡で､やっ
ぱりひとりひとりまで落とし込んで､度胸つけてちゃん
と話が出来てオーガナイズ出来るっていうとこを育てて
あげないと､わざわざ社会情報を作った意味がないなあ
と感じてます｡指定された中でもうちょっと自分で度胸
つけて､例えばコミュニケーションをやってくってとこ
がちょっと苦手だなって人がいるので､まあそこに目が
利くようになった応用演習になったかなっていう気はす
ごくしてる-だから特別なスキルを身につけるとか､プ
ログラミングとかって言うものはないんだけど､やっぱ
り人間もともとひとりの個人の力ってものはいろんな可
能性を持ってる訳で､それを社会情報で見つけてあげる
っていうところが当面の目標で｡もうちょっとしっかり
カリキュラムが充実してきて､それにまあ心理学とか教
育学とか､あるいは社会学と言ったような理論的なバッ
グラウンドがつけられるようになれば､もう少し良いの
かなと思います｡それはまだ今の状況では十分ではない
のでその辺はちょっと学生に申し訳ないなと思いますけ
ど-｡
やっぱり今までのネットワーク情報学部の中では人文
社会系の情報をメインに扱うジャンルがなかったので､
それをひとつの核としてこれから作って行こうって言う､
そういう感じです｡
松:これから10年､ 1番発展するかもしれない｡でも
CD作る時にそう考えていたのだけど､全体として学部
が上手く回るためにもチャレンジングな開拓する部門と､
まあ安定して絶対ここは確実ですよって言う部門､それ
が上手くこう回ってくと良いと思うんですよ｡自転車競
技みたいに｡やっぱ誰かがフロントに出て交互に少しず
つ何年かしたら回りながらやるのが大事で､ CDはこの
10年フロントエンドでチャレンジする側だったけど､ま
あやや確立できてきたことのがあるので､じゃあ今度次
は新しいところにチャレンジしてきましょう､つていう
ところがあってこそ学部としては発展性があると思うの
で､新しいチャレンジ領域を作ってこれから10年トラ
イ.してきましょうって言うのが､この学部が成長するっ
て生き続けていく証なような気がするんですよね｡
山:そうですね､ CD組んだ時まだ駒も足りなかった-
まあ持ち駒ないけど､とにかく作っちやった｡で､まあ
社会情報はそれにちょっと似たような状況であって､ま
だ十分駒がないんだけど､とりあえず枠を作ってそこに
なんか未知数の可能性があるんだろうって言う読みで､
まあちょっといきなり走り出してるっていうところがあ
るので､ちょっとその迷走しないように頑張って育てて
行きたいなってかんじですね｡
多分社会的なニーズはあると思うし､学生の中にもや
っぱり文理融合って言う学部なので､割合その文系の人
の立場から情報を考えたいって言うニーズはあると思う
ので､そこをうまく総合的なスキルと､そういう個別の
技術じゃなくても､人間的な力と結びつけて社会に送り
出せれば良いかなと｡まあ教育学とかやっぱり社会学と
かキーになってくると思うんですけど､そこはやっぱり
まだちょっとこれからです｡
上:山下先生とお話した事があるんですけど､ CD　と社
会情報の明確な違いって言うのがひとつあります｡それ
は､デザインというのは最終的には作者と現場は分ける
んですね｡例えば応用演習ではこども向け教材を作りま
すけども､教材は量産可能なものです｡それを媒体にし
てユーザーに体験を届けて行こうとします｡それに対し
て社会情報はその人自身がアクティビティを持つ｡社会
に働きかけるという点では同じですけど､多分そういう
所で違うんでしょうね｡
山:社会起業的な活動のリーダーシップがとれるような
人材が育てられるようになればそれで良いと思うんです
けど､まだちょっとそこまでは時間かかるだろうな｡
座談会｢コンテンツデザインコース･10年の軌跡｣
松:それは1年生のプロモーションの問題がちょっとあ
って､積極的にそういう活動がいいなと思って選んでく
ると子が増えてくると良いと思うんですけども､まだ現
状では学生がよくわかってない｡そこの面白さがまだ伝
わりきれてないので､何年かすると先輩が後輩にここは
面白い活動が出来るよって事で伝わってきてまた良い学
生が集まってくると良いと思うんだけど､またちょっと
ねそこが､でも山下先生はその辺を打破して､良い子達
が4月中また乗ってくると思いますけどね(笑)
上:ほら望月先生というジョーカーがいますし(笑)さ
っきの話で言うとどうしても社会情報って人に依存する
ので､その場その場の即興的になって体系的な枠組みが
残りにくい所を､彼はうまく学問的な知識を適用して理
論化していくんですよ｡あれはさすがです｡だからそう
いう所で､望月先生みたいな人と山下先生が一緒に骨組
みを作っているのはやっぱ良いですね｡
山:そうなんですよ｡もう彼なしには考えられない(笑)
望月先生がいるから私もなんか思い切って､作ろう的な｡
本音を言っちゃうとそれはありますね｡自分ひとりじゃと
ても無理です｡
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中:では､そろそろまとめたいと思います｡どの先生も､
｢教えていて楽しかったな｣､あるいは現在形で｢楽しい
な｣というのが多分あったと思います｡これは必ずしも
大学の先生全てに言えることではありません｡皆が教え
る楽しさ､あるいは教育する楽しさを感じてるとは言え
ないのはご存じだと思います｡そういう中でこの学部､
特にCDコースの先生方はそういう喜びを持ってやって
るし､学生もそれにレスポンスしてくれてるのが嬉しい
なと思います｡ただ､私､学部長をやっていたときにい
つも思っていたのは､ ｢先生方､こんなにはりきって身体
壊さないように｣ということでした｡それだけが心配で
す｡あの時に一番思ったのは病人出たらどうしようと.
実際に学部全体では出てますけども｡だから､その辺
を勘案していただきたい｡といって別に手を抜けという
事じゃないですけども､くれぐれも健康に気をつけて､
この楽しい職場を-と言って良いかどうか､実は苦しい
のかもしれませんが(笑)､良い学生達を育てるのに是非､
是非これからもがんばっていただきたいし､前はコース､
現在はプログラム､もしかしたら､さらに学部学科にま
た分かれるかもしれませんが､そういう事も含めてです
ね､将来の発展を期待したいと思います｡どうもありが
とうございました｡
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